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倒立できるようになったのは 2014 年 5 月ごろ、複数台で移動できるようになったのは、8月ごろで、
CEATECのたった 2ヶ月前のことです。周囲からは「無理ではないか」、「台数を減らすか」などの声
もちらほら聞こえてきましたが、プロジェクトのメンバーはあきらめることなく、しかも単に世間にお
披露目するだけではなく、インパクトを与えたお披露目にすることにこだわってきました。結果として、
非常に多くの反響を頂けるロボットに仕上がったと思います。
また、今回のロボット開発では単に技術力をアピールすることを狙ったものではありません。弊社の
ビジネスモデルとして、開発スピードUPの為に積極的に社外技術を活用することも始めています。そ
の様なビジネスモデルをロボット開発において実践して表現したものにもなっています。具体的には、
先に述べた 3つの技術開発では、それぞれ社外との協働を行っています。また 3つの技術は極端に凄い
技術ではありませんが、これらを組み合わせることによりトータルとして付加価値をお客様に提供する
こと（ソリューション提供と呼んでいます）ができるものになっています。プロセス技術開発部門にお
いても、社外の技術を取り込みそのソリューションとしてプロセス技術を革新していくことも必要に
なっているのです。
ところで、このプロジェクトの技術開発の中心メンバーはプロセス技術開発部のメンバーです。歴代
のロボットでも、プロセス技術開発のメンバーが中心となっていました。普段面識のないメンバー数名
が各部門から集結してプロジェクトに参加します。各メンバーにはプロジェクトの中で各々役割があり
ますが、今回のように目標達成時期がCEATECと明確であったことや自ら手を挙げて参加しているこ
と、などによりメンバーの志気も高く、青臭い言葉ですが「一致団結」してプロジェクトの達成に取り
組めました。
弊社ではこのようなプロジェクトがたくさんありますが、挙手型や提案型のものもあります。社員の
やる気を積極的に応援してくれる風土ができつつあります。また、私がこのプロジェクトに参加してい
る間は本来の業務にパワーをかけられなくなりますが、自部門の別のメンバーの支えにより、プロジェ
クトに集中することができ非常に感謝しています。プロジェクトでは、普段感じられないことをたくさ
ん得ることができ、良い経験ができたと感じています。また、大学やベンチャー企業との協働において
も得るものが多く、今後の仕事の幅が広がったと感じています。
【学生の皆さんへ】
入社して 20 年、プロセス技術開発に携わり続け、新たなことへのチャレンジも続けています。学生
時代を振り返ると、もっと勉強しておけば会社に入ってから更に色々なことにチャレンジできて楽し
かっただろうと感じることが時々あります。基礎知識は社会人になってからよりもやはり学生時代に習
得しておくべきだと思います。自分の幅をできる限り広くできるように、何にでも興味を持って取り組
んでください。20 年前よりもいろんな面で環境が良くなっていますので、最大限に活用してください。
どの様な会社に入るか、そこでどの様な仕事をするかは皆さんの考え方次第で大きく変わりますので、
積極的に自分の将来に自分の意思が関与できるようにして頂ければと思います。ここに記載させて頂い
た内容が皆さんの希望に満ちた将来に少しでも参考になればと思います。
今後の皆さんのご活躍を期待しています。
以上
